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京都府福知山市内にある、鬼伝説が残る大江山の麓・大江地域では、過疎化に伴い公共交通サービスの維

持・確保が厳しさを増す中でも地域住民の日常的な移動手段を確保するため、地域組織「大江まちづくり住民

協議会」が実施主体となった地域住民の自家用車（マイカー）による送迎サービス、愛称「鬼タク」が、2021 年

７月１日(木)からスタートします。 

「鬼タク」は、地域主体の「助け合い交通」であり、地域組織と、運営協力する地元タクシー会社・ふく福タク

シーによる京都府初の「事業者協力型有償運送」の取組です。また、生活利用と観光利用の２本柱として運行

することも特徴です。昨今の鬼ブームにより、大江山や鬼の博物館など観光資源のある「鬼エリア」として注目

が高まっている大江地域で、土・日・祝日に訪れた観光客も「鬼タク」を利用できます。 

運行開始にあたり、これからの事業の発展と安全な運行を祈念し、７月１日に大江町鬼瓦公園にて、出発式

が開催されます。 

「鬼タク」の仕組み 

今回、新たに始まる送迎サービス「鬼タク」は、「自家用有償旅客運送」という制度のうち、バスやタクシーな

どの公共交通では地域住民の移動手段が十分に確保できない場合（＝交通空白地）に、地域組織や NPO 法

人等が自家用車を使用して、営利とは認められない範囲の運賃で運行する「交通空白地有償運送」という運

送制度を活用したものです。 

特徴としては、 

１．自家用自動車（白ナンバー）で運行できる 

２．第一種運転免許＋大臣認定講習を受講すれば、地元住民もドライバーになれる 

ことがあげられます。※いずれも諸条件あり 

「鬼タク」では、運転会員として大江まちづくり住民協議会に登

録した地域住民が、講習を受講してドライバーとなり、同じく大江

地域に住む移動手段に困っている住民を送迎する、地域主体の

「助け合い交通」が可能になります。 

 

鬼伝説が残る大江山の麓 京都・福知山市の大江地域で、 
交通空白地を救う！観光客も利用できる 

住民のマイカー送迎サービス「鬼タク」 

7 月 1 日(木)からスタート！ 

京都初！地域住民×地元タクシー会社の取り組み 

報道関係の皆様へ 

プレスリリース 
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地域住民の利用方法 

▷利用者   大江地域にお住まいの方で会員登録した方 

▷運行方式  ドア・ツー・ドア（自宅の前から目的地まで運行） 

▷運行区域  大江町内全域を区域運行（大江地域内の移動に限定） 

▷運行日    月曜日～土曜日（祝日、12月 29日～1月 3日を除く） 

▷運行時間  午前 8時 30分～午後 5時 00分 

▷運賃     片道 400円／回の均一運賃 

※乗合の場合も、お一人ごとに運賃がかかります。 

▷予約方法  ふく福タクシー 鬼タク専用ダイヤル（Tel：0773-33-5533）に電話する。 

▷予約期限  利用希望日の前日の正午までに要予約  

▼ラストワンマイルを担う 

地方部では高齢化も深刻な問題であり、バス路線や鉄道が地域にあっても、バス停や駅までの移動が困難

な方が今後ますます増えることが予想されます。この「ラストワンマイル」を補完することが、持続可能な交通モ

デルの構築に欠かせません。 

「鬼タク」の生活利用は、大江地域内に限定して、自宅の前から目的地までドア・ツー・ドアで運行し、ラストワ

ンマイルを補完する役目を果たします。このように既存のバス、鉄道と役割を分けることで、それぞれが共存し、

相互補完する効果的な交通ネットワークを目指しています。 

観光目的での利用方法 

▷利用者  観光目的であればどなたでも利用可能 

▷運行方式 大江駅から観光地を結ぶ定路線運行 

▷運行路線 ①大江駅～元伊勢外宮豊受大神社～元伊勢内宮皇大神社～元伊勢天岩戸神社～ 

二瀬川渓谷～酒吞童子の里（大江山グリーンロッジ・日本の鬼の交流博物館）～⿁嶽稲荷神社 

※酒吞童子の里～⿁獄稲荷神社の区間は 5月 1日～11月 30日に限り運行します。 

②大江駅～あしぎぬ大雲の里～才ノ神の藤 

※才ノ神路線は 4月 15日～5月 15日に限り運行します。 

▷運行日  土・日・祝日（12月 29日～1月 3日を除く） ※事前予約制 

▷運行時間 午前 5時から午後 5時まで（2021年 7月 1日～11月 30日） 

以降、12月 1日～4月 30日は、午前 8時 30分～午後 5時まで 

5月 1日～11月 30日は、午前 5時から午後 5時まで 

▷運賃   片道 800円／回の均一運賃 

※乗合の場合も、お一人ごとに運賃がかかります。 

▷予約方法 ふく福タクシー ⿁タク専用ダイヤル（Tel:0773-33-5533）に電話する。 

▷予約期限 利用希望日の前々日の午後 5時までに要予約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①電話で予約

利用者

鬼 タ ク

お願いします

ふく福タクシー

鬼タク予約ダイヤル

Tel：0773-33-5533

②連絡（配車）

タクシー会社

ふく福タクシーから

大江まちづくり住民協議会

の運転会員に配車連絡

③運行

利用者

大江駅から

目的地に向け運行

✔予約は２日前の午後５時までに！

✔名前、時間、人数、目的地などを

お伝えください

✔片道運賃８００円です。

✔２人で乗った場合も、お一人ずつ

運賃がかかります。

鬼嶽稲荷神社まで約４０分！

途中で元伊勢内宮皇大神社を観て、

お昼は大江山グリーンロッジの

「雲海うどん」を食べよう！
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▼観光客の移動ニーズにも対応 

これまで、自家用有償旅客運送は主に地域住民の生活交通として利用されてきましたが、令和２年１１月の

法改正により、観光客を含む当該地域への来訪者も自家用有償旅客運送を利用できることが明確化されまし

た。これにより、地域住民の生活移動ニーズだけでなく、インバウンドを含む観光客の移動ニーズにも対応でき、

地域内の移動ニーズへの包括的な対応が可能になります。 

 

▼鬼タクの観光利用 

「鬼タク」が運行する京都府福知山市大

江町には、酒呑童子などの３つの鬼伝説が

伝わる大江山があります。現在、「鬼」への

注目が高まる中、酒吞童子＝「最強の鬼の

まち」として観光誘客に力を入れています。

また、大江山の８合目に位置する鬼嶽稲荷

神社は雲海の名所としても知られているほ

か、鬼嶽稲荷神社に至るまでに、伊勢神宮

にゆかりのある元伊勢三社が鎮座し、多く

の観光客が訪れます。 

「鬼タク」は、大江町の玄関口となる大江

駅（京都丹後鉄道宮福線）を起点として、大江山の鬼嶽稲荷神社までを結ぶ定路線運行となっており、途中の

観光地（元伊勢三社、大江山グリーンロッジなど）で途中下車することができるため、これらの観光スポットへの

アクセスとして利用することができます。料金は片道８００円の均一運賃です。 

また、４月から５月の藤の花の開花期間にかけては、京都府天然記念物にも指定されている藤の花の名所

「才ノ神の藤」にも運行しています。 
 

京都府初の「事業者協力型有償運送」 

地方部を中心とした人口減少の本格化、運転者不足の深刻化等に伴って、公共交通サービスの維持・確保

が厳しさを増している中、地域の暮らしと産業を支える持続可能な運送サービスを確保することが急務となっ

ています。 

そのような状況を踏まえ、令和２年１１月に、国の法律が改正され、新たに創設された制度の一つが「事業者

協力型有償運送」です。これは、バス・タクシー事業者が有償運送における運行管理・車両整備管理などで、有

償運送の実施主体に協力する制度であり、以下のようなメリットがあります。 

▷利用者・・・・・・・・・・・・ より安全で、より便利な交通サービスを利用することができる。 

▷有償運送実施主体・・ 交通のプロの運行ノウハウを活用でき、業務負担の軽減が図られる。 

▷交通事業者・・・・・・・・ 運行管理のノウハウを用いた新たな収益源を確保できる。 

このように、関係三者それぞれにメリットがあり、持続可能なモデルとして期待されています。 

▼福知山市の「事業者協力型有償運送」モデル 
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「鬼タク」は、京都府内で初めて、この「事業者協力型有償運送」として登録を受けており、福知山市内に本

社を置き、「ふく福タクシー」を運行する有限会社慶和様が、運行管理・車両整備管理・予約受付などを担いま

す。 

 

（参考）大江山に伝わる３つの鬼伝説 

▼鬼退治ストーリー最高傑作「酒呑童子物語」の舞台は、大江山 

酒呑童子物語・・・ 

【あらすじ】 

時は平安時代中期――。京の都を脅かす鬼がいた。 

その名は酒呑童子。大江山を棲家とし、通力自在。 

勅令を受けて鬼退治に向かったのは、武将として誉れ 

高き源頼光たち。 

【人物紹介】 

●源 頼光（みなもとの よりみつ） 

 天暦 2年（948）生まれ。清和源氏の 3代目。鬼退治、土蜘蛛退治など武勇たぐいなき名将と描かれる。 

 伝説の中では「らいこう」と呼ばれている。 

●酒呑童子（しゅてんどうじ） 

 大江山に棲んでいたと伝わる鬼の頭領。越後国の百姓の子で胎内に 16 カ月もおり、生まれながらに歯を生

やし、 邪法を学んで通力自在の悪魔として諸国を遍歴。のちに大江山に棲みつく。 

 

 

▼大江山に伝わる 3つの鬼伝説 

①源頼光の酒吞童子退治 

   正歴元年(990）、京の都を荒らしまわった大江山の鬼である 

   酒呑童子を源頼光一行が酒に酔わせてだまし討ちにした話。 

②麻呂子親王と三人の鬼 

   用命天皇の時代、麻呂子親王（聖徳太子の異母弟）が 

   大江山を本拠に暴れまわっていた 3人の鬼を退治した話。 

③日子坐王と陸耳御笠 

   「丹後風土記残缺」に記されている鬼退治伝説。第 10第崇神 

   天皇の時代に日子坐王が陸耳御笠を退治した話。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問合せ】  

福知山市役所 都市・交通課 交通政策係  担当：堀之内 
TEL：0773-24-7084  FAX：0773-23-6537  E-mail：toshikotsu@city.fukuchiyama.lg.jp 

https://www.city.fukuchiyama.lg.jp/ 

福知山市 PR事務局（株式会社プラチナム内） 担当：矢島・北島・小林 

TEL：03-5572-6075 FAX：03-5572-6071 E-mail：fukuchiyama@vectorinc.co.jp 
 
 

mailto:toshikotsu@city.fukuchiyama.lg.jp
https://www.city.fukuchiyama.lg.jp/site/promotion/
mailto:fukuchiyama@vectorinc.co.jp

